
●
●
１
●
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

早
川
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

●
●
３
●
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

●
●（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

早
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
五
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
●
指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
　
南
巨
摩
郡
早
川
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）、
早
川
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

●
●
１
●
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

●
●
２
●
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

●
●（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

早
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
五
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
●
指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
　
南
巨
摩
郡
早
川
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分

目
　
　
　
次
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一
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一
五
四

○
道
路
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変
更
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二
件
）
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…
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…
…
一
五
四

○
道
路
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開
始
（
五
件
）
…
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…
…
一
五
五

○
建
築
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準
法
に
基
づ
く
道
路
位
置
指
定
…
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…
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…
一
五
六

公
　
　
　
告

○
公
共
測
量
の
終
了
…
…
…
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…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
六

○
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
六

教
育
委
員
会

○
山
梨
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
解
除
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
六

人
事
委
員
会

○
公
益
的
法
人
等
へ
の
山
梨
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
一
五
六

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
五
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
●
指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
　
南
巨
摩
郡
早
川
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
五
三

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
九
年

三
月
十
六
日

第
二
千
六
百
八
十
一
号

木　曜　日



に
限
る
。）

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
水
源
の
涵か
ん

養

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

●
●
１
●
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

●
●
２
●
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

●
●
３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

●
●（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

早
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
五
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
県
道
の
路
線

を
認
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務
所
に
お
い

て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

整
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
起
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点

路
　
　
　
　
線
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
要
な
経
過
地

番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点

８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
宮
原

１
　
　
六
郷
イ
ン
タ
ー
線
　
　
　
　
　

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
巨
摩
郡
身
延
町
西
嶋

山
梨
県
告
示
第
五
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
決
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
六
郷
イ
ン
タ
ー
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
宮
原
字
御
領
戸
四
三
番
四
地
先
か
　
八
・
三
〜

ら

一
〇
一
・
二

一
五
〇
〇
・
〇

南
巨
摩
郡
身
延
町
西
嶋
字
中
耕
地
四
一
四
番
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
五
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
市
川
三
郷
身
延
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別
　
（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
岩
間
字
下
木
戸
一
八
一
八

旧

七
・
六
〜

七
〇
八
・
〇

番
一
地
先
か
ら

五
二
〇
・
〇

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
鴨
狩
津
向
字
横
手
下
葛
篭

沢
川
右
岸
堤
防
敷
地
先
ま
で

新

七
・
六
〜

七
〇
八
・
〇

一
七
・
一

山
梨
県
告
示
第
五
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
身
延
道
路
課
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
光
子
沢
大
野
線

三
　
道
路
の
区
域

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

一
五
四



区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別
　
（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
野
字
高
ノ
木
一
二
〇
六
番
二

旧

九
・
九
〜

五
二
五
・
八

地
先
か
ら

五
三
・
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
野
字
中
澤
富
士
川
右
岸
堤
防

敷
地
先
ま
で

新

九
・
九
〜

五
二
五
・
八

五
三
・
一

山
梨
県
告
示
第
六
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

韮
崎
昇
仙
峡

韮
崎
市
穂
坂
町
宮
久
保
字
三
百
水
七

九
七
・
七

平
成
二
十
九

線

八
三
番
二
一
地
先
か
ら

年
三
月
十
六

韮
崎
市
穂
坂
町
宮
久
保
字
三
百
水
七

日

八
三
番
二
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

一
般
国

四
百
十
一
号

甲
州
市
塩
山
下
於
曽
字
大
木
戸
二
九

二
五
九
・
三

平
成
二
十
九

道

六
番
四
地
先
か
ら

年
三
月
二
十

甲
州
市
塩
山
熊
野
字
横
井
五
一
三
番

一
日

一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

六
郷
イ
ン
タ

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
宮
原
字
御
領

一
五
〇
〇
・
〇

平
成
二
十
九

ー
線

戸
四
三
番
四
地
先
か
ら

年
三
月
十
九

南
巨
摩
郡
身
延
町
西
嶋
字
中
耕
地
四

日

一
四
番
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
身
延
道
路
課
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

市
川
三
郷
身

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
野
字
島
一
六
九

二
四
・
七

平
成
二
十
九

延
線

番
二
地
先
か
ら

年
三
月
十
六

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
野
字
島
一
七
三

日

番
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
身
延
道
路
課
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

一
五
五



県
道

光
子
沢
大
野

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
野
字
高
ノ
木
一

一
〇
九
一
・
〇

平
成
二
十
九

線

二
〇
七
番
内
一
地
先
か
ら

年
三
月
十
六

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
野
字
家
ノ
前
一

日

一
一
番
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
十
五
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
富
士
・
東
部
建
設
事

務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
指
定
の
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
三
月
八
日

二
●
指
定
道
路
の
位
置
●
上
野
原
市
上
野
原
字
宮
の
こ
し
六
百
六
十
番
九
、
六
百
八
十
三
番
九
、
六
百

八
十
三
番
十
一
、
六
百
八
十
四
番
九

三

指
定
道
路
の
幅
員
　
最
大
六
・
二
二
メ
ー
ト
ル
　
最
小
四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
　
指
定
道
路
の
延
長
　
二
十
九
・
八
一
メ
ー
ト
ル

公
　
　
　
告

基
本
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
地
理
院
の

長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
の
実
施
を
終
わ
っ
た
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
測
量
の
種
類
　
基
本
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
及
び
オ
ル
ソ
作
成
）

二

測
量
の
地
域
　
南
都
留
郡
道
志
村

三
　
測
量
の
期
間
　
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
ま
で

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
●
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
●
笛
吹
市
一
宮
町
末
木
字
龍
之
木
六
百
二
十
の
一

及
び
六
百
二
十
の
二
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
位
置
及
び
区
域

道
路
　
　
　
　
　
　
次
の
図
の
と
お
り

●
●
（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
東
建
設
事
務
所
及
び
笛
吹
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
●
甲
府
市
上
今
井
町
七
百
六
番
地
●
甲
斐
日
産
自
動
車

株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
井
上
俊
和

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
告
示
第
三
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
が
あ
っ
た
の
で
、
山
梨
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
条
例

第
二
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
山
梨
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
は

解
除
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長

守
　
　
屋
　
　
　
　
　
守

無
形
民
俗
文
化
財
の
部

名
　
　
　
　
　
　
称
　
　
　
　
　
保
　
持
　
団
　
体
　
　
　
　

所
　
　
在
　
　
地

河
口
の
稚
児
の
舞
　
　
　
　
　
　
河
口
の
稚
児
の
舞
保
存
会
　
　
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河
口

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

公
益
的
法
人
等
へ
の
山
梨
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

一
五
六



う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
俣
　
　
二
　
　
也

公
益
的
法
人
等
へ
の
山
梨
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
公
益
的
法
人
等
へ
の
山
梨
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
公
益
的
法
人
等
へ
の
山
梨
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
四
年
山
梨
県
人
事
委

員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

一
　
山
梨
県
土
地
開
発
公
社

二
　
山
梨
県
住
宅
供
給
公
社

三
　
山
梨
県
道
路
公
社

四
　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
林
業
公
社

五
　
公
益
財
団
法
人
や
ま
な
し
文
化
学
習
協
会

六
　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
農
業
振
興
公
社

七
　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
子
牛
育
成
協
会

八
　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
環
境
整
備
事
業
団

九
　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
青
少
年
協
会

十
　
公
益
財
団
法
人
や
ま
な
し
産
業
支
援
機
構

十
一
　
公
益
財
団
法
人
山
梨
総
合
研
究
所

十
二
　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
緑
化
推
進
機
構

十
三
　
公
益
社
団
法
人
山
梨
県
畜
産
協
会

十
四
　
一
般
財
団
法
人
山
梨
県
消
防
協
会

十
五
　
山
梨
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

十
六
　
山
梨
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

十
七
　
公
益
社
団
法
人
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構

十
八
　
山
梨
県
町
村
議
会
議
長
会

十
九
　
一
般
社
団
法
人
山
梨
県
情
報
通
信
業
協
会

二
十
　
山
梨
県
農
業
信
用
基
金
協
会

二
十
一
　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
体
育
協
会

二
十
二
　
公
立
大
学
法
人
山
梨
県
立
大
学

二
十
三
　
一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会

二
十
四
　
一
般
社
団
法
人
地
方
税
電
子
化
協
議
会

二
十
五
　
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

●
●
別
表
第
四
警
察
官
採
用
試
験
Ａ
の
項
中
「
財
団
法
人
全
日
本
柔
道
連
盟
（
昭
和
六
十
三
年
六
月
二

十
一
日
に
財
団
法
人
全
日
本
柔
道
連
盟
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」

を
「
公
益
財
団
法
人
全
日
本
柔
道
連
盟
」
に
、「
財
団
法
人
全
日
本
剣
道
連
盟
（
昭
和
四
十
七
年
二

月
二
十
二
日
に
財
団
法
人
全
日
本
剣
道
連
盟
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）」
を
「
一
般
財
団
法
人
全
日
本
剣
道
連
盟
」
に
、「
財
団
法
人
講
道
館
（
明
治
四
十
二
年
五
月

三
日
に
財
団
法
人
講
道
館
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
公
益
財

団
法
人
講
道
館
」
に
、「
財
団
法
人
全
日
本
剣
道
連
盟
の
」
を
「
一
般
財
団
法
人
全
日
本
剣
道
連
盟

の
」
に
改
め
、
同
表
警
察
官
採
用
試
験
Ｂ
の
項
中
「
財
団
法
人
全
日
本
柔
道
連
盟
」
を
「
公
益
財
団

法
人
全
日
本
柔
道
連
盟
」
に
、「
財
団
法
人
全
日
本
剣
道
連
盟
」
を
「
一
般
財
団
法
人
全
日
本
剣
道

連
盟
」
に
、「
財
団
法
人
講
道
館
」
を
「
公
益
財
団
法
人
講
道
館
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

一
五
七
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